




男女がともに夢や希望をもって『元気』に
心豊かな生活ができる社会の実現を

豊かな２１世紀を切り開いていくためには、新しい発想や多様な能力

を活かしていくことが今まで以上に求められています。そのためには、

男女がともに自己実現し、そして、家庭と仕事・地域活動のバランスが

とれた豊かな生活ができる環境づくりが重要です。

本県では、昭和６１（１９８６）年以来、２期にわたる行動計画の策

定や男女共同参画推進条例の制定を行い、男女共同参画社会の実現に向

けた施策を推進してまいりました。この間、審議会等意思決定の場への

女性の積極的な登用など一定の成果をあげたところですが、その実現に

は、まだ解決していかなければならない多くの課題が残されています。

この度、昨今の社会経済情勢に伴う男女を取り巻く環境の変化に対応

し、残された課題を解決していくため、多くの県民の皆様から寄せられ

たご意見・ご提言や奈良県男女共同参画審議会の答申を踏まえて 「なら、

男女GENKIプラン（奈良県男女共同参画計画（第２次 」を策定しまし））
げ ん き

た。

プランでは、新たに「女性のチャレンジ支援」や「働き方を見直し、

男女ともに家庭と仕事・地域活動とのバランスがとれた豊かな生活に向

けた施策の推進」などを盛り込み、男女がお互いに大切なパートナーと

して思いやり、ともに心豊かな生活を送ることができる社会を目指してまい

ります。

、 、 、 、男女共同参画社会を実現していくためには 県民 事業者 関係団体

行政等が共に協力・連携しつつ、それぞれの立場で主体的な取組をして

いくことが重要であると考えておりますので、県民の皆様方の一層のご

理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、この計画策定にあたり、貴重なご意見・ご提言

をお寄せくださいました県民の皆様、ご尽力いただきました奈良県男女

共同参画審議会委員の皆様に、心からお礼申し上げます。

平成１８年３月



■ 計画がめざす男女共同参画社会の姿・・・・・・・・・・・・１

■ 第１章 計画の基本的な考え方

１．計画策定の趣旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

２．計画の基本目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３

３．計画の性格・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

４．計画の期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４

■ 第２章 計画の内容

１．計画の体系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５

２．基本目標と課題及び施策

基本目標Ⅰ あらゆる分野における意思決定の場への女性の参画

７基本課題１ 政策形成・意思形成の場への女性の参画・・・・・・・・

８基本課題２ 女性の人材育成と人材情報の提供・・・・・・・・・・・

基本目標Ⅱ 男女が意欲と能力に応じていきいきと働ける環境づくり

９基本課題１ 男女共同参画の推進に向けた就業環境の整備・・・・・・

11基本課題２ 多様な就業形態における条件整備・・・・・・・・・・・

基本目標Ⅲ 男女がともに支えあうライフスタイルの実現

13基本課題１ ともに支えあう家庭生活の構築・・・・・・・・・・・・

15基本課題２ 女性のチャレンジ支援・・・・・・・・・・・・・・・・

16基本課題３ 地域における男女共同参画の推進・・・・・・・・・・・

基本目標Ⅳ 男女の人権の尊重

17基本課題１ 女性に対するあらゆる暴力の根絶・・・・・・・・・・・

19基本課題２ 生涯を通じた健康保持・増進と女性の身体的特性の尊重・

20基本課題３ 社会的に不利益な立場にある女性の人権の尊重・・・・・

基本目標Ⅴ 男女共同参画社会実現に向けた意識づくり

21基本課題１ 男女共同参画に関する意識啓発の推進・・・・・・・・・

23基本課題２ 男女共同参画を推進する学習の充実・・・・・・・・・・

奈良県男女共同参画計画（第２次）

目 次



■ 第３章 計画の推進

１．推進体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

２．計画がめざす目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・27

■ データでみる奈良県の男女共同参画の現状・・・・・・・・・30

■ 参考資料

１．奈良県男女共同参画審議会委員名簿・・・・・・・・・・41

２．計画策定の経緯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41

３．計画策定の背景

42１）国際的な動き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

43２）日本の動き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

44３）奈良県の動き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４．男女共同参画政策のあゆみ・・・・・・・・・・・・・・45

５．関係法令、条例

47・奈良県男女共同参画推進条例・・・・・・・・・・・・・・・・

49・男女共同参画社会基本法・・・・・・・・・・・・・・・・・・

52・女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約・・・・・



- 1 -



- 2 -



- 3 -

奈良県では、1986年(昭和61年)に策定した「奈良県婦人行動計画 、1997年(平成９年)」
に策定した「なら女性プラン21－奈良県女性行動計画(第二期) 、2002年（平成14年）に改」
訂した「奈良県男女共同参画計画（なら女性プラン21改訂版 」に基づき、様々な取組を行っ）
てきました。
しかしながら、重要な意思決定の場への女性の参画はまだまだ少なく、固定的な性別役割
分担意識やそれに基づく慣行・慣習などが依然として残存しています。さらに、少子・高齢
化の一層の進展、長期にわたる経済活動の低迷と雇用環境の悪化による男女間の収入格差の
拡大、配偶者からの暴力をはじめとする女性に対する暴力の深刻化など、女性を取り巻く状
況の変化への対応が求められています。
こうした課題の解決に向け、男女がお互いに大切なパートナーとして思いやり、ともに心豊か
な生活を送ることができる社会を目指した奈良県男女共同参画計画（第２次）を策定しました。

「奈良県男女共同参画推進条例」の基本理念に基づき、男女共同参画社会の実現を目指し
て、次の５つを基本目標として設定し、これらの目標達成に向けた課題及び施策の方向を示
し、具体的施策に取り組みます。

地方自治体での施策はもちろん、企業や各種団体・組合、また地域活動や市民活動等、あ
らゆる分野における政策形成・意思形成過程への女性の参画は、男女共同参画を実現する基
盤となるものです。意思決定の場への女性の参画を進めるために、女性の積極的な登用や女
性の人材育成、人材情報の収集・提供を進めます。

就労の場において、女性が男性と均等な機会と待遇を得ていきいきと働けるよう、男女が
ともに仕事と育児・介護の両立がしやすい環境整備を引き続き推進します。また、ライフス
タイルに応じた多様な働き方ができるよう、ワークシェアリング等の普及推進や働き方に応
じた適正な処遇や労働条件の確保、就業に向けた能力開発等への支援に努めます。

少子・高齢化が進展する中、男女が安心して子育てや介護など、家族としての責任を果た
すことができる社会の形成が必要です。働き方を見直し、男女ともに家庭と仕事・地域活動
のバランスがとれた豊かな生活を営めるよう支援します。また、チャレンジしたい女性が就
業や地域活動等に希望をもってチャレンジできるための体制づくりを進めます。

男女共同参画社会の実現には、男女一人一人の人権の尊重が基本です。夫・パートナー等か
らの暴力やセクシュアル・ハラスメント、性犯罪など女性に対する暴力は重大な人権侵害で
あり、根絶に向けた一層の取組を進めます。また、男女がそれぞれの身体の違いを理解し、
お互いの性を尊重するために、生涯を通じた健康保持・増進と性の尊重についての認識の浸
透を進めます。

男女が各人の個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会を実現するためには、固定
的な性別役割分担意識を払しょくすることが重要です。引き続き、男女共同参画に対する正

、 、確な理解の浸透とその必要性について意識啓発を進めるとともに 男女が自立の意識を育み
さまざまな分野で活躍することを可能にする教育・学習の充実を図ります。

計画の基本的な考え方第 章１

１．計画策定の趣旨

２．計画の基本目標

基本目標Ⅰ あらゆる分野における意思決定の場への女性の参画

基本目標Ⅲ 男女がともに支えあうライフスタイルの実現

基本目標Ⅳ 男女の人権の尊重

基本目標Ⅴ 男女共同参画社会実現に向けた意識づくり

基本目標Ⅱ 男女が意欲と能力に応じていきいきと働ける環境づくり
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・この計画は 「男女共同参画社会基本法」及び「奈良県男女共同参画推進条例」に基づくもの、
であり、県における男女共同参画社会の形成を推進するための基本となる計画です。

・この計画は 「奈良県男女共同参画推進条例」における基本理念に基づくもので、男女共同参、
画社会の実現に向けて県、市町村、企業、県民・民間団体が、それぞれの役割と責任を共に
担い、主体的に取り組むことによって総合的に推進していくものです。

・この計画は、県民の皆さんのご意見・ご提案を踏まえ、奈良県男女共同参画審議会から提出
された答申に基づき、国の「男女共同参画基本計画（第２次 」や 「やまと21世紀ビジョン」） 、
及び実施計画との整合性を図って策定しました。

2006年（平成18年）度から、2015年（平成27年）度を目途とします。但し、その間に
おいて、適宜見直しを妨げるものではありません。
なお 「具体的施策」については、2010年（平成22年）度までに実施する具体的施策を記、
載しています。

３．計画の性格

４．計画の期間

１）男女の人権の尊重
男女が、個人としての尊厳が重んぜられること、性別による差別的取扱いを受け
ないこと、個人として能力を発揮する機会が確保されること等男女の人権は尊重
されなければなりません。

２）社会における制度または慣行の配慮
性別による固定的な役割分担等にとらわれることなく、社会における制度又は慣
行が男女の社会における活動の選択に対して及ぼす影響をできる限り中立なもの
とするよう配慮されなければなりません。

３）方針の立案・決定の場への共同参画
県における政策や民間の団体における方針の立案及び決定の場へ男女が共同して
参画する機会が確保されなければなりません。

４）家庭生活その他の社会生活へ男女が共にかかわること
家族を構成する男女が、お互いの協力と社会の支援の下に、育児、家族の介護な
ど家庭生活における活動をはじめとして社会におけるあらゆる分野における活動
に共にかかわることができるようにしなければなりません。

５）国際社会における取組を勘案した推進
男女共同参画は、国際社会における取組と密接な関係を有していることから、そ
の取組を勘案して推進されなければなりません。

奈良県男女共同参画推進条例の基本理念




